
平成29年度公立高等学校卒業者の進路状況について 

教学指導課 

１ 概要について 

（１）四年制大学等への進学について 

○国公立大学と私立大学を合わせた四年制大学への進学者数は5,845人で、昨 

年度より104人増加。大学進学率は37.8％（昨年度は36.9％）。推薦・ＡＯ

入試による進学者は2,378人で、昨年度より201人増加。 

  ○短期大学への進学者数は1,169人で、昨年度より153人減少。 

○専修学校等（海外教育機関を含む）への進学者は3,547人で、昨年度より 

30人減少。 

  ○就職者数は3,232 人で、昨年度より54人増加。 

（２）進学努力継続者・「家居等」について 

  ○進学努力継続者は1,412人（予備校入学者1,214人、自宅学習者198人）で、

昨年度より80人減少。 

○「家居等(自宅学習者含む)」は 458人で、昨年度より32人増加 

（３）県内・県外への進学者及び就職者の割合について 

○四年制大学の進学者の内訳は、県内が1,185 人（20.3％）で、昨年度1,099 

人（19.1％）より 86人増加。県外が4,660人（79.7％）で、昨年度4,642 

人（80.9％）より 18人増加。 

○新しく開学した長野県立大学へは、124人が進学。入学者247人に占める割 

合は50.2％。 

○四年制大学・短期大学・専修学校等を合わせた進学者全体では、県内が3,949 

人（37.4％）で、昨年度3,917人（36.8％）より32人増加。県外が6,612 

人（62.6％）で、昨年度6,723人（63.2％）より111人減少。 

○就職者の内訳は、県内が2,973人（92.0％）で、昨年度2,882人（90.7％） 

より91人増加。県外が259人（8.0％）で、昨年度296人（9.3％）より37 

人減少。 

 

２ 今後の対応について 

  ○すべての生徒がその個性に応じて、主体的にキャリアデザインを描けるよう 

キャリア教育を一層推進する。 

  ○知識・技能の習得のみならず、思考力・判断力・表現力を含めたバランスの 

よい学力を身につけさせる。 

  ○「主体的・対話的で深い学び」に対応した、教員の指導力向上のための施策 

の充実を図る。                         




